
■ 製本原稿のページ割について

▼ テンプレートの見方

例として右図は中綴じ製本で本文3枚（12P)の
場合で本文1枚目のページ割です。
ページ配置は本の開く向きや綴じ方で変わる
のであくまで一例です。
レトロ印刷はオモテ面を外側で見ます。
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▼ファイルの保存は仕様の記入を必ずデータ名に入れて保存してください。
『hyoushi_omote_Ao.psd』 ⇒ 表紙_オモテ面_青インク
『honbun1_ura_Ku.psd』 ⇒ 本文1枚目_裏面_黒インク

データの保存は１版１ファイルで！
印刷用のデータは製版データの数に分けて保存してください。

例えば表紙片面２色（2/0）+本文両面 2色（2/2）本文 3枚 12Ｐの原稿作成の場合であれば、

全ての入稿原稿の数は 14 ファイル必要となります。

それぞれのファイル名に原稿の種類（表紙・本文）、色数の指示が必要となります。

以下に一例を参考にして作成してください。

honbun1_omote_ku.psd honbun1_ura_ku.psd

hyoushi_omote_Ao.psd

フォルダにまとめて
圧縮する

※複数件の入稿の場合は必ずフォルダ分けで入稿してください。

テンプレートは仕上がりサイズのトンボとガイドラインが入っています。
ガイドラインにはそれぞれ意味がありますので確認してからデータを配置してください。

製本は断ち落としでの仕上げになりますので

端まで印刷範囲を付ける場合は塗り足しを

付けてデータを作成してください。

塗り足しとは仕上がり線より+3～5mm余分

めにデータを作成してズレで余白が出ない

ようにすることです。

また反対にズレによって文字や必要な情報

などが切れてしまう事もあるので、内側の線

（断裁安全圏）より中に納めて配置をすると

文字切れを防ぐことができます。

■塗り足し線と文字の安全圏

Ps Ps

Ps ( 表紙 +本文データ全原稿）

オモテ面
（外側・山折側）

ウラ面
（内側・谷折側）

※インク名の略称は次のページのインク一覧を参考にしてください。



インク一覧 インクカラーは入稿データに使用しないでください。
※見本データや指示用のデータです。

（Lサイズ製本）
A3

※刷る順やベタ面の濃度を変えることで、汚れを回避できる場合もあります。

仕上がりに不安な点や気になっている事があればご相談ください。

※センター部分30mmにベタ給紙ローラー跡が出やすくなります。

※用紙の中心線上にベタがあると剥離針跡は出やすくなります。

⇒▼給紙ローラー跡

⇒▼剥離針スジ跡

版ズレはランダムに発生します！
印刷のズレは意図的ではなくランダムに起こります。

色数が多いほど印刷機を通す回数が増しますので、ズレ

が大きくなる可能性があります。

レトロ印刷は１回の印刷で２色まで同時に印刷可能です。３色以上の印刷の場合は印刷工程を２回に分けて

行う為、デザインによって印刷機に通す際に給紙するローラーの跡が印刷時に出る可能性がございます。

使うインクの色や濃度で出る加減は変わりますが、用紙のセンター付近は 3色以上で汚れが出やすいので

予めご了承くださいますようお願いします。軽減策としては印刷の濃度が低ければ目立ちにくくなります。

印刷を行う際は、データ（原稿）を印刷用に複数面並べた

形で印刷→断裁して仕上げております。デザインや版の配置、

色数によっては下図の様に汚れが出やすい箇所があります。

（Mサイズ製本）
A4

１.給紙ローラー跡のインク汚れ　（3色以上かつベタ面の場合）

レトロ印刷はインク付きの版から直接用紙に転写する印刷方式となり、広範囲にベタ面印刷がある場合は版

から用紙が剥がれにくくなります。印刷機の機構で剥離針というパーツに印刷直後に上から当たってしまう

ことで用紙センター部分にひっかいたスジのように汚れが出てしまう場合があります。

針跡もローラー跡同様に印刷の濃度が低ければ目立ちにくくなります。

２.用紙剥離の針スジ跡　　　（センター部分にベタ面がある場合）

取り扱いインクのラインナップは変動する事がございます。
変更がある場合は再度HPから最新のテンプレートデータをDLのうえご利用ください。

インク一覧 インクカラーは入稿データに使用しないでください。
※見本データや指示用のデータです。


